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水・空気以外なら何にでも印刷できる特殊印刷（スクリーン印刷）は応用範囲も広く奥深い芸術性を誇る印刷技術です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工業製品用ラベル・銘版・啓発ステッカー等の製作時にはクライアントの意図をくみ取りデジタル・アナログ問わず
イメージをフィルム・紙・金属・ガラス・布等様々な素材に美しく表現し短納期・低コストで最良の『満足』を提供致します。

株式会社創芸社は、『特殊印刷業.』を核とした事業活動を通じて、当社の事業活動のあらゆる分野において、
環境負荷の低減に努め、地域社会との共生に努めます。
経営における課題とチャンスを踏まえ環境経営の継続的改善を行います。

当社は事業活動における環境への負荷を低減させるため、”エコアクション21"のガイドラインに沿った活動を行います。

1 　エコアクション21に基づく環境マネジメントシステムを構築、運用し積極的に環境への負荷の軽減を目指します。

2　電力・化石燃料の使用量を削減し、二酸化炭素の排出量を削減します。

3 　事業活動に伴う廃棄物の削減に努めます。

4　 事業所内の節水に努めます。

5　 化学物質の適正管理

6   自社製品及びサービスにおける環境負荷削減

7　 上記の方針達成のため、目標を設定し定期的に見直し継続的改善に努めます。

8　 環境関連法規制や当社が約束した事を遵守し、地域社会との調和に努めます。

9　 この環境方針を全従業員に周知徹底するとともに、一般に公開します。

制定：2008年6月16日
改定：2019年1月26日

株式会社　　創芸社　　　
代表取締役
岸　　雄一

〈環境理念〉

〈環境保全への行動方針〉

1.株式会社　創芸社　　環境経営方針

創造力で市場のニーズにお答えします
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(1)   登録事業所の概要

事業所名：株式会社　創芸社
代表取締役：岸　雄一
所在地：

兵庫県姫路市土山3丁目2-24
TEL 079-291-4008 FAX 079-291-4010
　　　ｗｗｗ.sougeisha.co.jp

(2)   環境管理責任者及び担当連絡先
責任者：取締役社長　岸　雄一　　　    yuidata@sougeisha.co.jp
担当者：安在　貴博　　　    anzai@sougeisha.co.jp

(3)   事業内容
特殊印刷（スクリーン印刷）

(4)   事業規模
：8名
：本社1128㎡
1,000万円

（5）事業年度：9月～翌8月

(6) エコアクション21認証・登録の対象範囲
登録組織名：株式会社　創芸社
対象事業所：本社
対象となる活動：特殊印刷（スクリーン印刷）

本社

延べ床面積
資本金

従業員数

2.組織の概要

3 ページ



環境管理責任者

岸　雄一

EA21推進チーム
（事務局）

営業 製造事務

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
・教育　訓練への参加
・緊急事態対応訓練への参加

3.株式会社　創芸社　　環境経営システム組織図

代表者

岸　雄一

役割・責任・権限

代表者

・環境経営システムの構築・実施・管理
・環境経営画書を承認
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境関連法規等の取りまとめ表／チェックリストの承認
・環境教育訓練計画の実施

・代表者・管理責任者・部門担当者で構成
・環境経営目標の設定、環境活動計画表の策定及び進捗状況について確認・記録
する
・緊急事態の対応策決定
・環境管理責任者の補佐
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境関連法規等の取りまとめ表／チェックリストの作成、順守評価
・環境経営目標・環境活動実施計画書原案の作成
・環境活動実施計画の実績集計
・環境経営レポートの作成、公開（社内管理と地域事務局への送付）
・環境教育訓練計画の策定
・緊急事態対応訓練の実施

EA推進チーム
（事務局）

環境管理責任者

全スタッフ

・環境経営に関する統括責任者
・環境経営目標の承認
・環境経営レポートの承認
・環境管理責任者を任命
・経営の課題とチャンスの整理、明確化
・経営資源の提供
・環境経営方針の策定
・代表者による全体の評価と見直しの実施
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注）電力の二酸化炭素排出係数は、国が公表した日本テクノの2020度値0.485kg-CO2/kWhを使用した。
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取り組み計画 次年度の取り組み内容

5）軽油使用量の削減 ・エコドライブ
目標未達成基準値に設定した前年度がコロナ禍の影響で基
準値が低く、今年度の数値がガソリン車との併用/遠方への
営業活動が増えたため、実際の数値高くなった。

今年度を基準にし、エコドライブを心
がける。

6.環境活動の取組計画の結果と評価・次年度の取り組み内容

一般廃棄物の削減 現状維持 目標達成ペーパーレスやゴミの持ち帰り
前年度を基準にし、ペーパーレスや
ゴミの持ち帰りを徹底する。

自社製品及びサービ
スにおける環境負荷削
減に努めます

自社の名刺作成
（年１回一人以上）

目標達成
廃材を活用した社員の名刺を作成した。

今後も積極的に実施していく。

・未使用時の給湯器
の運転停止

4）ガソリン使用量の削減

産業廃棄物の削減

目標達成
下記 1）～5）の項目による

1）電気使用量削減　

下記 1）～5）の
項目による

・節電運動展開
・不要照明の消灯
・クールビズ運動

二酸化炭素排出量の削減

環境目標

・エコドライブ

取り組み結果と評価

現状維持

把握済み
PRTR対象物質の把
握

目標ほぼ達成
灯油を使わずエアコンを使用する機会が
増えましたが、時間決めて使用しました。

現状維持

3）都市ガス使用量の削減

継続して実施していく。

継続して実施していく。

目標達成

目標達成
継続して実施していく。

目標は十分に達成出来ているの
で、継続して実施していく。

目標は十分に達成出来ているの
で、継続して実施していく。

目標は十分に達成出来ているの
で、継続して実施していく。

目標は十分に達成出来ているの
で、継続して実施していく。

継続して実施していく。

総
括

前年度から引き続き達成出来ているところもあるが、軽油の基準値をコロナ禍の影響を受けた前年
度にしたため、今年度になって営業活動の範囲が広がり目標未達成に終わった。

2）灯油使用量の削減 ・ウォームビズ運動

目標達成
節約を心がけ少しでも使用量が減らせ
た。

目標達成
未使用時の夏場などは運転停止をした。

目標達成
ディーゼル車との併用

化学物質の適正管理

水道使用量削減

8 ページ



法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境関連法規等の順守状況を確認した結果、違反はありませんでした。また、過去3年間の間、
関係当局や近隣の方々等からの指摘、苦情、訴訟等はありませんでした。

作成者：

作成日：

見直実施日：

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

実施体制

その他

否
項目 見直し要否

否

否

否

否

見直し内容
-

-

-

-

-

7.環境関連法規制等の順守状況

8、代表者による全体の評価と見直し・指示記録

前年度から引き続き達成出来ているところもあるが、軽油の基準値をコロナ禍の影響を受けた前年度にしたため、今
年度になって営業活動の範囲が広がり目標未達成に終わった。

登録業者への引き渡し（今期は適用なし） -

有機溶剤中毒予防規則 作業者への講習 順守

PRTR法

騒音規制法

順守

少量危険物（灯油、インキ、シンナー系）の、適正な取り扱い
・保管等、消火器の点検等

順守

印刷機 順守

印刷機

順守廃棄物処理法

岸　雄一

フロン排出抑制法

消防法

振動規制法

産業廃棄物の適切な保管と処分、産業廃棄物管理票の保
管と年次報告

順守すべき要求事項 評価

定期点検・記録の保管 順守

適用される環境法規制

2023/2/5

2022/1/20

SDSの入手・保管 順守
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